
命と平和の学習会 ～がんがらの会による読み聞かせ～ 

 11月７日(金)、道徳教育の一環として全校児童で命と平和の

学習会を行いました。今回は、図書館ボランティア「がんがらの

会」の方々４名をお招きし、紙芝居「そのときわたしは１０才で

した」の他、パネルシアターや大型絵本等の読み聞かせをして

いただきました。 

紙芝居「そのときわたしは１０才でした」は、太平洋戦争中、

野吉国民学校(現在の有明小学校)に通っていた衛藤順子さんの

体験談をもとにした紙芝居です。「当時は飛行場がここにあって

～」などと分かりすい解説を交えながら話をしていただき、子

どもたちは、戦争当時の物語に聞き入っていました。紙芝居ラ

イブ「やさしいライオン」では、生演奏や効果音を織り交ぜなが

らの見事な演出があり、物語の世界観を味わいました。今年は

戦後 80 年ということで依頼した企画でした。読み聞かせを通

して、命と平和について考えることができた貴重な時間となり

ました。 

 

 

 

 
 

校内持久走大会 ～サポートランナーの協力～ 

11 月 8 日(土)、校内持久走大会を実施しました。今年も県

下一周駅伝曽於チーム関係者に協力をお願いし、サポートラン

ナーとして８名の皆さんに伴走していただきました。そのうち、

本校の卒業生が３名いらっしゃいました。曽於地区の代表とし

て活躍されている選手の皆さんには先導はもちろんのこと、何

度もコースへ戻って子どもたちの伴走と励ましの声掛けをして

いただきました。 

子どもたちは、800ｍから最長 1500ｍの距離に挑戦し、最

後まで一生懸命走る姿を見せてくれました。実施にあたり、Ｐ

ＴＡ保体部の皆さんに監察係をしていただき、保護者・地域の

皆さんに校庭や沿道で応援をしていただき、子どもたちの力走

につながりました。本当にありがとうございました。 

 

 青年海外協力隊ＯＢ派遣授業 ～継続することの大切さ～ 

11 月６日(木)、青年海外協力隊ＯＢの塚田拓さんにお越し

いただき、６年生対象にキャリア教育の講話をしていただきま

した。塚田さんには、約 30年前にコスタ･リカ共和国にて農業

の仕事に携わった経験を基に話をしていただきました。初めに、

国の様子やスペイン語の言葉やあいさつなどを楽しく紹介して

いただきました。 

塚田さんから、現地の農地開拓に当たり、昆虫専門家として、

害虫の被害に負けない農業プロジェクトを進めていったという

貴重な話を聞くことができました。途中、ヘラクレスオオカブ

トの標本が登場すると、子どもたちは 

目を輝かせて見入っていました。 

最後に、子どもたちに「興味のある 

こと、始めようと思ったことで成果を 

出すためには、好きな気持ちをもって 

継続することが大切(最低 10年)」と 

いうメッセージをいただきました。 
 

１２月の行事予定 

２日(火) 委員会活動 

３日(水) 学校保健委員会、学級ＰＴＡ(C校時)、ＰＴＡバザー 

４日(木) 避難訓練(火災) 

５日(金) 全学年５時間授業 

９日(火) 歯科指導(３・４年)、クラブ活動 

１１日(木) みんなでなかよくふれあい活動 

１３日(土) 土曜授業（高齢者との交流、家庭教育学級） 

１５日(月) 子ほめの日 

１６日(火) 串間市立有明小訪問、全学年５時間授業 

１７日(水) リサイクレイ活用授業(１・４年) 

１８日(木) 児童集会、全学年５時間授業 

２０日(土) 門松づくり(おやじ･おふくろの会、家庭教育学級) 

２３日(火) クラブ活動、ＰＴＡ事業部安全パトロール 

２４日(水) ２学期終業式 

※ １日(月)～１０日(水) 校内人権旬間 

※ ２５日(木)～１月７日(水) 冬休み 

※ １月８日(木) ３学期始業式 
  
【令和７年度志布志市青少年育成市民会議提言】 

自分の子も地域の子もみんなで育てるきらり輝くしぶしっ子 

～家庭・学校・地域の連携を強化し、地域全体で子供を育てるまちをめざして～     

「めざそう！いじめゼロの学校」「ほめほめシャワーからあふれる笑顔」 

 

 

 

 

笑顔いっぱい 花いっぱい チャレンジする有明小 
 

 

 

 

 

志布志市立有明小学校 学校だより 11月号(R７.11.26) 

「子どもの確かな成長を見つめて」 

 

校長 村岡 英樹 

 

 ２学期は，運動会，市陸上記録会，校内持久走大会，PTAバ

ザー，宿泊学習，市音楽発表会（11/28予定）と多くの行事が

ありました。子どもたちは，この一つ一つの行事を最高のもの

にしていこうと，一丸となって取り組んでおり，どれをとって

も心に残る行事となりました。そして，これらの行事を通して

子どもたちの心も大きく成長しています。６年生は最上級生ら

しく，５年生は高学年らしく，そして，１年生は入学当時のあ

どけなさはなくなり，しっかりした小学生の顔付きになってい

ます。 

  先日の県民週間では，多くの保護者や地域の方々に学校にお

越しいただきました。学校教育に対する大きな関心と期待を感

じることでした。ある保護者は「授業参観では見られない子ど

もの自然な姿を見ることができて嬉しかった。」とおっしゃい

ました。また，遠方から孫の姿を見に来たおばあさんもいらっ

しゃいました。休み時間に，自分たちで整列して図書室に移動

したり，トイレのスリッパをきちんと並べたりする姿から，家

庭では見せない子どもの凜とした姿に多くの方々に感動してい

ただいたようです。 

『家庭・地域と共に子どもを育てる』このことを互いに確か

める場となったことをうれしく思います。子どもは，一朝一夕

には育ちません。日々の積み重ねの上に今があります。これか

らも，地域や家庭と共に子どもたちの確かな成長を確認しなが

ら，さらに大きな飛躍が遂げられるよう職員一丸となって有明

の教育を推進していきます。 

 

 


